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富洲原中学校では、同中に完成した屋外階

段と屋上避難所を利用して、暁幼稚園児との

合同避難訓練を行います。地域の方々もご見

学にお越しください。 

●訓練日時 ９月 30日(月)12時 30分 

（雨天中止） 

●訓練内容：中学生が幼稚園児をおんぶやだ

っこをして引率し、管理棟屋上の避難所

へ迅速に避難誘導します。 
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ＣＴＹ市政情報番組「ちゃんねるよっかいち」 

地域マネージャーの 
取組みを紹介 

市内 23 地区の市民センターでは、「地域マ

ネージャー」が、行政と住民との間のコーディネ

ーターとして防災や福祉、人権など市民主体の

まちづくりを進めています。番組ではインタビュー

を通じて、地域マネージャーとまちづくりについ

て紹介されます。ぜひご覧ください。 

地デジ１２チャンネル 

放送日時  ９／２１（土）～３０（月） 

月～金 ６：４０・２０：３０  

土・日  ９：００・２０：３０ 

 
 

富洲原中学校3年生山本桃子さんは、8

月 25 日(日)、「中学生メッセージ 2013

～少年の主張三重県大会」で、県内7500

名を超える応募の中から、「ペットについ

て」の発表で見事、最優秀賞に輝きました。

 今後、中部・近畿ブロック 

審査で推薦されれば、11月 

の少年の主張全国大会に出場 

することになります。 

 

ごみの分別収集にご協力を！ 

この日程表には、ごみ出しの注意事項

も書かれています。例えば、 

●剪定した庭木は長さ５０センチ以下

に切って、ごみの量が少ない木曜日

の、もやすごみ収集日に！ 

●もやすごみは、市指定ごみ収集袋で

出しましょう。 

 １袋に満たない少量なら、(半)透明の

レジ袋も可。 

●もやさないごみ・資源（再生可能物）

は、(半)透明の袋で出しましょう。（市

指定の袋でも可） 

乾電池・水銀体温計を各戸に配布され

ている指定袋（赤色）に直接入れて、

もやさないごみ・資源置場へ直接お出

しください。 

※ 充電式電池・ボタン電池は販売店へ
必ず返却してください。 

  電子体温計は「もやさないごみ」の

日にもやさないごみ・資源置場へお

出しください。 

例年９月開催でしたが、暑さを避け

るた今年は、１１月３日（日･祝）に

開催されます。 

なお、敬老記念品は、９月に各自治

会からお届けさせていただきます。 

 
 
■補助期間   

H25年 6月 1日～H26年 3月 31日 

■対 象 者   

四日市市内に住民登録があり 

①妊娠を予定または希望して入る女性 

②妊婦の夫（児の父）、妊婦の同居家族 

＜妊婦の抗体陽性者除く＞ 

■補助金額  

風しんワクチン等 5,000円（上限） 

■問 合 せ  

市役所健康づくり課 成人健診係 

       354－8282 
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８月２５日の四日市花火大会の開催

にあたっては、交通規制をはじめ大会の

運営に多大なご協力をいただきありが

とうございました。また翌日は、早朝か

ら、富洲原きらく会約１５０名、富洲原

中学校生徒２５０名のみなさんに、清掃

ボランティアとしてゴミ回収のお手伝

いをしていただきました。暑い中、ご協

力ありがとうございました。 

富洲原きらく会や富洲原中生徒のみなさん 
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９月５日ごろに各戸配付 
（広報よっかいちといっしょに） 

捨 て な い で ！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市では、これからの地域づくりを担うために必要となる情報等の習得を目的としたマイスター養

成講座を開催します。地域のまちづくりに興味のある方はぜひ受講ください。 

特に、女性や若年者の応募をお待ちしています。 

 

開催日 １０月１２日(土) 地域社会と住民自治、自治会の仕事とさまざまな地域団体 

１９日(土) ロングビーチ記念シンポジウム 

２６日(土) NPOとボランティア、住民同士の話し合いの進め方ほか 

１１月 ９日(土) 行政の取り組みと地域マネージャー活動紹介 

１６日(土) さまざまな地域活動 実践事例と意見交換 

２３日(土) グループワーク「地域で市民活動・市民協働を進めるために」ほか 

１２月１４日(土) 修了式 レポート発表と意見交換 交流会 

※ 全７回中、４回以上の出席とレポートを提出された方に、修了証を交付します 

※ 日程は、変更になる場合があります 

時  間  ９：３０～１２：００（ただし、１０/１９のみ１３：３０～１６：００） 

場 所  四日市市総合会館 ７F研修室ほか 

定 員  １５名 

問合せ・申込み ９月２５日までに、市役所市民生活課 市民活動安全係（担当：堤・伊藤） 

        （TEL）３５４－８１７９ （FAX）３５４－８３１６ 

日常生活や生活に根ざした人権教育・啓発活動に生かし

ていただける講座を下記のとおり開催します。人権研修

担当者や広く人権問題を学び、正しい理解と認識を深め

たい方にお勧めです。ぜひご参加ください。 

問合せ 四日市市人権センター  

（担当 森本・川北） 

TEL ３５４－８６０９ 

FAX ３５４－８６１１ 

E-mail: 

jinkencenter@city.yokkaichi.mie.jp 

 

三葉葵紋忍藩武士の墓碑、天武天皇が天照大神を遥拝し、戦勝を祈願された跡、壬申の乱のさいに 

大海人皇子、天平１２年に聖武天皇が訪れた古代朝明郡の役所跡、羽津用水建設の功労者荒木十兵衛の

碑、「八重の桜」会津藩士ゆかりの寺等を訪ねます 

 

コース  大矢知駅―教法山眞西寺―元忍藩陣屋跡―緑華山観音寺（内部特別開扉）－郷倉―長倉神社

―久留倍官衙跡―天武天皇遥拝所跡―荒木十兵衛頌徳碑―北鵤説教所（荒木十兵衛の資料多数

特別開扉）－蓮光寺―近鉄富田駅（１５時００分ごろ）約6.4 ｷﾛ 

講 師  古市 徹郎氏（大矢知歴史研究会） 

日 時  １１月１６日（土） 雨天決行（ただし、荒天時は中止） 

三岐鉄道 大矢知駅前 ８時５０分集合  

（当日は、公共交通機関をご利用ください。駐車場等は確保していません） 

定 員  ８０名（定員になり次第締め切り） 

申込・問合せ   

１０月１日から１１月８日までに、四日市市シルバー人材センター（ ３５４－３６７０）

（当日の問合せ ： ７時３０分以降、三岐鉄道大矢知駅 ３６３－１０６４ へ） 

参加費  無料（乗車券・飲み物、昼食等は各自でご用意ください） 

主 催  公益社団法人 四日市市シルバー人材センター北部ブロック実行委員会 

後 援  四日市市教育委員会、大矢知歴史研究会 

シルバーふれ愛 

日    時 講 座 内 容 

第
１
回 

１０月 9日（水） 

１４：００～１６：００ 

大人の発達障害の現状と支援（障害者雇用） 

講師：NPO法人 発達障害をもつ大人の会 

代表：広野 ゆい さん 

第
２
回 

１０月17日（木） 
１４：００～１６：００ 

人生で最も大切なことは何ですか？（コーチング） 

講師：米国CTI 認定プロフェッショナル コーアクティブコーチ
山本 茂美 さん 

第
３
回 

１０月30日（水） 

１４：００～１６：００ 

現代の同和問題と企業の関わり（ＣＳＲ） 

講師：東急リバブル株式会社関西支社 CS推進課 

課長：坂本 政博 さん 

 

センターでは８月 21 日、今年最後の夏休み教室「貝がら

を使って、自分だけのフォトフレームを作ろう！」を開催し

ました。四日市市環境学習センターの方を講師に、初めに環

境の話をしていただきました。海岸の漂流物をエサと間違え

て、魚や鳥が食べて死んでしまう話を聞いて、参加者の皆さ

んは、海の生き物が安全に暮らせるきれいな海になるように

「ゴミを川や海に流さない！」と話していました。 

次に「貝がらのフォトフレーム」づくりに挑戦。木枠に、

いろいろな貝を、いくつも重ねて立体的に張り付けたり、かわ

いく色付けして、夏の思い出の写真を飾る、自分だけの素敵

なフォトフレームが完成しました。 

受講生募集 

11/16 
(土) 

会 場 四日市市総合会館７階 第１研修室 

定 員 １００名（先着順） 

申込み １０月４日までに FAXまたは E-mail にて 

    四日市市人権センターへご連絡ください。 

参加費 無 料（１講座のみの受講可） 

主 催 四日市市・四日市人権啓発企業連絡会 

後 援 三重労働局 


